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静岡県磐田郡久根鉱山名古尾坑附近の岩石に見られる節理および断層の概査報告

　　一特に天龍川の水位上昇が坑内の漏水におよぽす影響に関連して一
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Stu－yontheJo且珀tand：FaultSystems

・in　the　Crysta服ine　Schist　Area　aαjecent

theNak・・一rift，Kune斑ine，Shizu・ka

　　　　Prefecture
一二With　Specia1’Referenceto　theRela－

tion　between　the　Raising－upoof　Water

Level　of　the　River　TenryU　and　the

Leaking　of　Waterin　the‘Nako－drift

　　　　　　by　 ．　　　l

　　　　Ken　Hirayama

The　area　aroun（i　the　Nako－drifち　：Kune

Mine，is　occupiedりy　crystalline　schists　be・

10nging　to　so－called　Sambagawa　metamor・

phic　rocks』　Characteristic　joint　an（1　fault

systems　are　studied　by　a　statistical　method，

an（l　gaine（1results　are　p1Qtted　on　the　equal

area　projections．They　are　summarized＆s

foIlow＄：

1．　The　rock，dipping　southward，has

many　joints　trending　Perpendicular　to　the

schistorsityplane．Mostofthem3recon－
sidered　to　be　of　tention　joints．

2．The　majority　of　faults　intersect　the

schistosity　plane　with　an怠1es　less　than50

degrees．

Fig㌃2and珊9・3aretheequalarea
projections　of　thesel　systems．　Some　of

these　faults　and　joints　seem　to　lead　some

water　into　the　drift．　At’present，amount

of　leaking　water　in　the　drift　is　small　and

there　might　be　not　so　1αrge　increas60f

管地質都

Ieakin怠water　though　the　dam－site　constr－

ucted　in　the　vicinity　of　the　drift．　．But　the

enlargement　of　reservoir　area　and　its　water

pressure　would　made　it　easy　to　leak　Some

water　through　these　Joints　and　faults．　So

it　is　advisabIe　that　the　dam　should　be　kept

in　minimu血in　its　height．And　it　is　neces－

sary　to　enforce　the　careful　solidification　at

each　weak　point．

　　　　　要　　　約
　久根鉱山名古尾坑附近の岩石には摺曲作用は余り認め、，

られず，片理面とほぼ直角の方向で南方に傾斜した数多

くの節理と，片理面に約50。以Fの角度で斜交する数多

’くの断層がみられ，それらのあるものは坑内に水を導い

ているように思われるo

　現在名古尾坑内には多量の漏水および湧水は認められ

ず，天竜川の水位が上昇して水圧が加わり，貯水面横が

塘加しても，この漏水が急激に鱈すとは考えられない

が，浸水面積が壇加すれぱ広範囲に分布すう断層・節理

の影響を受けるよ5になり，圧力が加わることを考え合

わせれぼ，上記の性質を持つ断暦・節理は主要な導水路

となるから，それ昏を通して漏水り多少の堰加は当然考

慮されねぱならない。故に坑内への漏水を少なくするだ

めには，水位の上昇を最小限度に止めることが望ましい。

　　　　　1．緒　　　言
　昭和27年（1952）5月27日から3日聞，静岡県磐田

郡佐久間村久根鉱山名古尾坑附近の岩石に見られる摺

曲・節理および断層の方向性について概査を行つた。本

調査は名古尾坑丙への漏水量が，天竜川の水位の上昇に

よつていかに変化するかについて，地質構造上からみた

資料を5るのが主目的であづた。

　本調査は古河鉱業株式会祉め受託によつて行われたも

のであり，調査に当つては同瀧久根鉱業所は種々便宜を

与えられた。厚く感謝の意を表する。

　　　　　2．地質概略
本地域は三波川変成岩類の線色片岩によつて構成され
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名古尾坑附近地f資’糠念図
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第1図名古尾坑附近地質概念図
　　　　　　　　　　つ部分と持たない部分とが不規則な縞状を呈している。

（1）1。継重雄（1ヲ21）7万許分の1設樂図幅翻書

　2・納富重雄　（1922）久根糖査図
　　　ぴ　　　（1922）久根鉱山調査報：文

　3。K．Mlkuno（1928）Gnt虹eOr＠αeposi鳴・ftheKuneCoPPer
　　Mine．Proc．3rd　Pan－Paclflc．Scie．Gong．Tokyo．VoL　lI，

　4．堀越義一（1938）静岡県久根鉱山の地質およぴ鉱床　地質維

　　　　　　ロ　おし

　5．西尾滋他（1951）溢属鉱床の総合探査　日本鉱業会誌

　　　Vol．67，758，759，

た地幣で，従来多数の

i報：交（1）によつて，その，

詳細な地質が明らかに

されているとこ1ろであ

るo

調査区域の地質概念

図を第1図としてかか

げるが，区域のほとん

ど大部分は線色片岩か

らなつており，片理面

の走向：N20。～25。E，

その傾斜は大部分の地

域でNW　に700内外
である。部分的に黒色

片岩と変質した斜長石

粉岩（Feldsper　por－

phyrite）ヵ§見られる。

斜長石粉岩は部分的に

斑粉岩質の部分もある

が，久根鉱山において

白石と呼ばれているも

のと同質の岩石で，長

径1cmに達する斜長
石の斑晶を多く持つた

淡線色の岩石である。’

緑泥石・ソ四シュライ

ト等が鏡ドに観察され

る。との岩石は天竜川

左岸に岩床状に露出

（第1図の露頭5・6）

している。露出の南半

では塊状を呈し，斜長

石の斑晶も一定の方向

性がなく，敵在してい

るカ㍉北半音βでは所に

よつて程度の変化ばあ

るカ§，片理を生じ，斑

晶も片理の方向に配列・

し，局部的に片理を持

片理の方向と線構造の方向は，周囲の緑色片岩とピ致し

ている。線色片岩に近い部分では斜長石の斑晶は著しく

扁平となり，片理面に澹つてレンズ状に延びて散在し，

次第にその量を減じて無斑晶の緑色片岩に移化してい

る。移化幣においても，変形した斑晶を持つ部分と持疲

ない部分とは，幅2～3cmの縞状を呈している。南部
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の境界附近には露出なく充分な観察ができないが，線色

片岩と変質した塊状の粉岩とは，．以上のような漸移幣を

経ず，直ちに接しているよ5に思われる。このよ5な関

係からみると，南部め境界は断暦によつて接しているよ

うに思われ，すなわち，変質紛岩の南部は断暦でいずれ

かに転位したものの如くで，尊の附近の状態から，この

断暦嫁大体N400Eの走向で南に傾いたもののよ5に思

われる。名古尾坑内の岩石は線色片岩のみであつて，輝・

線岩の変質したものから陽起石一線泥石片岩・陽起石一線

簾石一線泥石片岩等がみられ，N20。～40。Eの片理面を持

ち北西に70。内外傾斜し，局部的に，すなわち，通洞坑1

より上部では，地暦の摺曲・擁曲およぴ小規模な断暦で

南東に傾斜した箇所もあり，線構造の方向はほとんど片

理に平行し，北に20。内外の角度で傾き，鉱体の落しの

方向とほぼ一致している0

　　　　　3．　襯曲・節理および断層

　3．1　摺曲　本地域には甚だしい摺曲作用は認められ

ず，坑内通洞坑地並以上の部分がゆるい摺曲作用によつ

て，その傾斜を変えて南東に傾斜しており，下部の地暦

が北西に傾斜する。地表において部分的に傾斜方向の反、

対の地暦がみられるのも，ゆるい摺曲作用によるものと

思われ，複雑な地質構造によるも

のとは考えられない。片理面の走

向がほぼ一定しており，片理面の

傾斜が70。以上であるからゆるい

摺曲作用によつても，たやすく現

在みられる状態になると思われ

の資料はない0

　3．2　節理1調査地域は良好な露出にめぐまれないた

めに，野外で広く観察し得ないのであるが，観察し得た．

、範囲内では野外においてもまた壌内においても，節理は

聞隙を伴わず，岩層は密着して，ただ線状に裂れ目が見

られるのみである・従つて粘土等を伴つたものは見られ

ない。天竜川澹いの数ヵ所の露頭（第1図のO印）と，

名古尾坑内南半部（名古尾鉱体の部）において観察した

約200の節理の状態を図示すれぼ，第2図のよ5ーにな

る。この図はSchmidt氏の等面積図表のド半球に，．節

理面の極を透影し，0．5，1．0，3．0，5．0以上の各％で

区切つたものである。節理の蓮続性については野外にお

いてもまた坑内においてもそれを知ることができず，従

つて坑内においてみられるものについても，レベルのち

が5坑道でみられるものの相互関係は明らか宅ないため

に，大体2m以上の長さを持つものを集録した。この図

をみると，地域内では岩石の走向にほぼ直角の方向（N

80。W）の節理が圧倒的に多く，その中でも南に急傾斜し

たものが非常に多いことがわかる。とれらの節理は，片

理の方向に直角な応圧力を受けた場合に生成される張力

による節理（tension　joint）と見られるので，その生成

誉，
髄鳩麗監％　ざ
　　　　　　　　　♂

博
，

る。坑内に：おいては，さらに小範

囲で鉱体が波状を呈し，時には
「r’》」i型を呈して魅るが，，この構

造はきわめて局部的な，しかも母

岩にはほとんどみられない状態で

ある。ごのよ5に線色片岩には摺

曲作用を5けた結果が僅かにみら

れるのみであるが，黒色片岩は小

規模ではあるが滑動面による摺曲

がよく観察され，偽勢開を伴つて

いる。滑動面は小聞隔（数cm）で

平行に数多く見られるが，密着し

た面には来占土は4半つていない。以

上の摺曲は，その軸の方向がほぼ

鉱体の落しの方向と一・致している

ように観察されるが，正確な資料

は充分に得られていない。摺曲作

用の起つた時期については断層の

生成前，節理の生成前とい5以外

w
　萄　り
　ぺ　8．．

蝉
　一　　昌　　●

　」　　●　　9

　ロ　　　　　ヨ

ぎ，　θ8
曜

∈

　　　　　　　　s
　　　　　　　　　　　　　　ゆ
第2図　露頭および坑内で見られる節理（200）の極の透影図
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時期は主として片理形成の時

期と考えられ，以後には岩石

に節理を形成せしめるよ5な

物理的條件が，ほとんど加わ

つていないと思われるo

　節理を通つて水がどのよ5
1
に
滲
透 するカ・については，定

量的な資料はないoしかしな

ヵζら坑内に：おいての観察で

は，現在節理に沼つて多量の

水が漏水していることはな

　　　　　　　　　　　　Wく，坑道の方向は次第に天竜

川から遠ざかる方向であるた

めに，天竜川の水位が上昇し

て浸水面積も堪し，水圧も加
一
つ
て
節 理を通つて漏水が壇す

としても，非常に多量になる

とは思われないのである。

　3．3　断暦　岩石の露出部

では確認し5る断暦はほとん

どないために』名古尾坑にお

いて確認し得た断麿と，会赴

の調査によつて坑内図に記入

された断暦を，200透影して

得た図が第3図である。この図によれぼ，片理面と約500

以内の角度で斜交するものが大部分で，片理面に直角な

方向に近いものは非常に少なく，また400以下の緩傾斜

のものが少ない。分布する範囲内では特に集合している

部分は認められないが，N15。Eの方向が少ないことが

目立つている。このことは片理面に平行に近い断暦，す

なわち走向断暦はこのような岩石中では非常に見究めに

くく，坑道の方向も片理面に平行のものが多いことも加

わつて，観察し得なかつたためにもよると思われる◎断

層の蓮動方向とその蓮動量は不明であり，線構造との関

係も全く不明である。片理面が，片理面に〃まぼ直角な方

向からの応圧力の影響を受けて生成されたとすれぱ，断

暦の分布状態は応圧力が相当量に達し，生成されつつあ

つた片理面に対して，約40。の方向に滑動面∫断暦とし

てあらわれた）が生ずる頃になつて，急激に滑動したこ

とが表われている。しかしながら節理の場合とは、異な

り，断暦中には片理の形成に伴つて生成されたもののほ

かにさらに後期に，全く別の蓮動によつて生成されたも

のも，当然含まれていることは考えられねぱならぬので

あるが，本調査ではそれについての資料は得られていな

いo

　坑内における漏水が断層といかなる関係を持つている

N
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第3図　露頭および坑内でみられる断暦5（200）”の極の透影図

E

かについては，まとまつた結論は得られていないが，坑

・内にみられる断暦のあるもの（例えぱ通洞坑860m附茸

に見られるN200Wの方向の断暦）では，調査時におい

て1分聞4－51程度（調査の前数日閲は降雨がなく，

調査の前夜多少の降雨があつた）の漏水がみられ，また

相当多数の断暦面では流ドするほどではないが，滴下す

る水が見られる状態である。また下四番坑350m附近の

走向N15。Wの方向の断暦に澹つては，メタンガスの発

生があり，その原因は不明であるが，ガスの上昇する室

隙のあることが考えられる。坑内全体（調査当時入坑し

得た下四番までの範囲）において特に坑内水が多いとは

考えられず，またこの範囲においては，上部坑道よりも

下部坑道に，ことさら漏水湧水が多いこともなく，漏水

の箇所もまた極め宅不規則である。漏水は断暦・節理・

片理の面に澹つて坑道内に流下するのであるが，下一番

坑180m附近にかつて1分聞2m3内外の湧水があつた’

が，天竜口を約80m掘進した時，この水は漸次減少し

た事実があつたとのことで，ある一部に相当の圧力で水

が浸入した場合には，節理・断層を通つて水が滲透する

場合がないとはいえな魅。ことに通洞坑口に近い，すな

わち鉱体の南西部においては天竜川の流れに近く，貯水

池ができた場合に水圧も高くなるから・この附近では塒
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に注意が要望される。

　断暦の多くは小規模で，幅30cm以上の断暦帯を持

つものはみられないけれども，その連続性については必

ずしも短いとはいえないであろう。断層帯で粘土をふく

むものは数多くない。

　4．天龍川の水位上昇と坑内水の量との関係について

　名古尾坑附近の地質の状態ならびに節理・断暦の状態P

の概略は上記の如くであるが，これらの條件の下矯坑内

に漏洩する水量が，天竜川の水位が上昇し，従つて浸水

面積が拡大し，水圧が塘加した場合にいかなる影響を受

けるかが問題である。條件の変化は当然坑内への漏水を

塘加させるはずであるが，その程度は間題である。

第4図は名古尾坑附近の地形図’と通洞坑口を通りN

80。Eの方向に切うた断面図である。地形図には第2・3

図によつて得られた節理の方向のなかで，最も多いもの

がR－Sによつて示され，また断暦の分布する方向が記

入してある。また断面図にはこの方向に名古尾坑の坑道

を透影し，天竜川との距離の関係が示してあり，ダム建

設によつて天竜川水位が110mに昇つた場合の予定水面

R
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が示してある（現在の水面は93m弱である）。図に示す

よ5に，節理の方向には天竜川を横断しているものが多

いので拳るが・前述のように節理を通つての漏水は現在

問題にするほど多くなく，その状態からみても水位が上

昇して急に漏水を壇すものとは思われな、、・。断暦はその

方向性からみると，天竜川に平行に近いものが多く，断

暦が河底附近（地下水飽和部内）に達するには相当の巨

‘離が予想され，断暦で緩傾斜のものは少ないので，下部

坑道の断暦で河底附近に達するものは少ない。現在漏水

をもたらして“る断暦は数が少なく，條件が変化した場

合でもそれらからの漏水が，現在の状態より著しく増加

することはないであろづ。一さらに断面図によつて，天竜

川の流水に関連する地ド水飽和部を仮想して考えてみる

と，岩石は緻密で透水性の少ない線色片岩であるため，

地下水飽和部に下部坑道が入るとは思われず，下部坑道

における水の量からみても，このことは当然考えられて

よいものである。ダム建設によつて水位が110mに上昇

したとしても，位置的関係から地下水面が坑道を切ると

は考えられないので，河水または貯水池の水が地下水と

　　　　　　　　　　　して多量に坑内に入る

　　　　　　　　　　　ことはないと推旋…され
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第4図　坑外坑内の関係図

る。天竜坑は水位の上

昇によつて埋没するか

ら，事前に充分な施設

を行つて，それからの

、漏水を止める必要めあ

ることはい5までもな

い。現在天竜坑口から

の拶B水量は毎分3－5m3

程度であるカ｛，ダム建

設によつてこの水は坑

内に流下するとして

も∫著しく塘加するど

とは無いであろう。し

かし前述したよ5にこ

の附近の漏水について

は，坑内で最も注意

し，対策を考慮すべき

部分であるo坑道の掘

進方向が次第に天竜川

に遠ざかる方向にあり

かつ深部に入る（落し

の方向力封ヒ傾斜である

から）ことも漏水の防

止には有利であり，探

鉱の結果からみて，近
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’い将来に天竜川を横切る大断居に坑道が当らないことも

好ましい事実である。

　下4番坑より下に5番坑・6番坑が掘進されつつある

が，とれらの坑内の状況はいまのと～二ろ明らかではない’

が，漏水の櫓加する恐れはあるので，との点も注意を要

するであろ5。

　以上のよ5に天竜川の水位が上昇した場合，坑内への

漏水が急に壇加すると考づべき積極的な資料はないが，

もちろん減少することは考えられないのであつて，浸水

面積の拡大，水圧の塘加によつて多少の漏水の増加は当

然考えねぼならないから，現在の漏水を増加せしめない

意味においても，広範囲の地域からの漏水を防止する意

味においても，水位の上昇を最小限度に止めるととがの’

ぞましいと結論される。　　　　（昭和27年5月調査）

553．44：550．85（521り42）：622．344
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：Leadl吊nd，Zinc　Deposits　i］n　IKamegay撹

　　　M：ine，Toyama，Prefec加re

by

Sh面chi　Iwao，Tadao　Hamachi，

Tomio　Hattori＆Noboru　Arakawa

　The　Kamegaya　district，　Kamishinkl翫wa－

gun，Toyama：Prefecture　has　been　known

as　one　of　the　metallic’area　which　chamcte－

rize（l　by　le＆（1and　zinc　ores．

　Many　abandoned　sma11adits，about5800

meters　in　total　length，are　found，of　which

the　upper　half　of　the　ore　deposits　was　ex・

Ploite（i　about　thirty　years　ago．

　The　ore　deposits　occur　as　irregularもma11・

VeinSOrmaSSeSreplaCingCalCareOUSrOCkS

of“Ei（ia”gneissic　complex，particularly

flear　along　the　Jurassic　sediments　which

unconformably cover　the　gneiss　over　the

area．Porphyrite　and　porphyry　dikes，minor

folding　axis　of　the　gneiss，and　some　sheared

zones　in　the　gneiss　are　sugges仁ive　indica－

tions　for　the　position　and　form　of　the　ore

deposits．

　The　ore　comprises　galena，zincblellde，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちpyrrhotite　with　chalcopyrite　as　accessorie＄，

管地質部・鉱床部象任果鱒鉱床部　管管管三井金属鉱業株式会肚

about5％in　lead　and　zinc　content　Abun・

dant抗mount　of　calamine　in　the　oxidized

zonewasreportedinoldm1ne．

要 領

　1．富山県庁の依嘱により，命を受け昭和26年7月

19日より16目間に亘つて，富山県新川郡大山村亀ケ谷

鉱区（主として三井金属鉱業所有鉱区）の錯・亜鉛鉱床

の地質鉱床調査を行つた。この調査には岩生ほか本所所

員2名およぴ三井金属鉱業所荒川昇が参加した。

2．鉱区闘の鉱山は，おおむね露頭部カラミンの採掘

鎮始まり・漸次ド部に掘り進み・一応容易に発見できる

富鉱部の操掘を了えて休山したものの如くであつて，最

盛期はいまより約30年前頃，休山以来約20年を経てい

るる

　3．従つて入坑調査の可能なのは，坑口数53中僅か

に9，坑道推定総延長約5，800m中1，400mに過ぎず，

かつ往時の道路の跡清えかけたもの多く，鉱況を兜分に

把握することが不可能である。また再開の條件にかなら

ずしも恵まれていない。

　4．鉱床は飛騨片瞬岩類を不整合に被覆する手取統礫

岩暦をcap　rock　とし，主としてその不整合面に近い

レベルの，石友質岩石（飛騨片聯岩類の一部）を交代し

て生じた，不規則脈状または塊状交代鉱床であつて，一』

部手取統礫岩中または片聯岩を貫く塊状花嵩岩中に胚胎

する。鉱床生成は手取以後で，粉岩・斑岩類の逆入と時

期的に相伴5。また，構造的には扮岩岩脈，片購岩の微

摺曲構造，片瞬岩中のSheared　zone等と関係がある

よ5である。

　5．鉱石は方錯鉱・閃亜錯鉱・磁硫鉄鉱等を主とする

もので1時に黄銅鉱を伴い，酸化帯には多量のカラミン
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